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韮崎市をあげての感謝の２か月間

コロナ禍でも、守り、支え合う　　　　　
すべての人に心からの〝ありがとう〟

特集
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すべての人に心からの〝ありがとう〟
　৽ܕコϩナイルスの対Ԡにわれる医療ैऀࣄの皆さんをは͡Ί、コϩナとઓうすてのਓʑの
。されています࠵Ίて、「サンクスフΣスλ・࡚」が։ࠐ持ちをؾのँײ
　不要不ٸの֎出を߇え、ײછ༧防対策に取Γ組Ήなど、今や୭がΈんなコϩナとઓͬています。
　サンクスフΣスλ・࡚の期ؒがա͗てँײのؾ持ちをれͣに、おޓいࢧえ合ͬていきましょう。



感謝を込めた年頭のあいさつ
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　明けましておめでとうございます。
　ًかしい৽य़の出をおॕいいたしますとともに、ۘんでごѫ
。を申し上げますࡰ
　さて、昨年は৽ܕコϩナイルス感染症がੈք中でҖをৼる
い、本市におきましても行事やイベントの中止を༨ّなくされる
とともに、市民の皆様におかれましても自ॗ生活や感染予防対策
へのご協力をいただくなど、զຫの一年であったこととࢥいます。
　また、医療やࢱ等の各現場においてै事していただいている
方々をはじめ、コϩナとઓう全ての方々のごෛ担やごਚ力に改め
て感ँ申し上げます。
　市では、これまでも感染予防対策と地域ܦ済の活性化をཱ྆さ
せるため、市民、事業者の皆様へ様々な支ԉ施策を実施してまい
りましたが、৽ܕコϩナイルス感染症終ଉのためには一ࠁもૣ
いϫクチンや大ଜஐത࢜のイベルメクチンを始めとする࣏療薬の
開発による状況の転をむところであります。市民の皆様もコ
ϩナՒでのҠ動制限などにより自ॗを༨ّなくされ、多くの場面
でこれまでのৗ識が通用しないことを実感されているものとࢥい
ます。

　今は感染防止のため、地域での人と人の交ྲྀはආけるき対とされておりますが、これからはポス
トコϩナに向け「つながる」ということの意ຯをθϩから考え直す契機とଊえ、持続可能なࣾ会の実現
と৽たな地域コϛϡニςΟのに向け市民の皆様とともに「チーム࡚」で一கஂ݁して取り組んで
まいります。
　݁ͼに、本年がコϩナによる災Ւから落ち着きを取りし、災害の無い平Ժな一年であることを願う
とともに、৽しい年が皆様にとりまして、ૉらしい年となりますようごف೦申し上げ、৽年のごѫࡰ
とさせていただきます。

　明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、健やかに৽य़の出をおܴえの
ことと৺からおܚͼ申し上げます。
　昨年をৼりฦりますと、৽ܕコϩナイルス感染症によるٸۓ
事ଶ宣言が発令されるなど、感染へのෆ安、ܦ済状況のѱ化など
ઓޙ最大の国ともいえる一年でありました。
　市民の皆様におかれましては、３ີのճආや活動の制限など、
ෆ自༝な生活の中、各ごՈఉをはじめ学ߍや職場においても感染
予防にめられ、市民一ؙとなって৽ܕコϩナイルス感染症に
ଧちউつため、ご協力いただいておりますことに৺から感ँ申し
上げます。
　特に医療にै事される方々、感染症と最前線でઓう全ての方々
に感ँ申し上げ、৽しい年のນ開けとともに一日もૣい日ৗのճ
෮を切に願っております。
　令和３年が東ژオリンϐックパラリンϐックの開催に;さわし
くເとرあ;れる一年となるように、市議会もߋなる市政発展
のためᬏਐしてまいりますので、มわら͵ご支ԉとご協力をお願
い申し上げ、৽年のごѫࡰとさせていただきます。

市議会議長 浅川裕康

迎
　明けましておめでとうございます。

迎迎迎迎春

韮崎市長 内藤久夫

春春春春春春春
すべての人が輝き

　 幸せを創造するふるさと

　　  にらさき
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テーマ「韮崎の特産品や
　　　  お土産について語り合おう！」

　皆さんʠ川ถʡってって
いますかʁઓ国大名田氏の܉
編成の中にいた「川ऺ」とい
うஂू࢜から付けられた名
前だというઆがあり、ന州から
使川までの࡚をؚめたޚ
ଆの地域で࡞られているおถで
す。
　とてもおいしいおถだという
ことで、ত和の初め頃には、ߖ

ࣨへのݙ上ถになっていたことがあり、࡚で࡞
られたおถもไೲされていたそうです。このこと
は、࡚に住んでいてもらない方が多いのでは
ないでしΐうか。ݙ上ถにもなったほどのおいし
いおถが࡚で࡞られていることをもっと多くの
方にっていただきたいです。

　࡚にはすでに特産やお土
産はたくさんあるので、１つの
に特化することも大事なので
はないでしΐうか。ྫえば、
࡚は田氏発の地であり、終
ᖼの地でもあるので、信ެݰΏ
かりのਞ中৯「ほうとう」で宣
していくというのは。
　また、田উཔ人のޠを
活用して、歴࢙がきなঁ性を
ターήットに「࿀まんじΎう」

「࿀せんい」などがあるといいなとࢥいます。
　さらに、࡚はʠにらさきባेࡾܠʡがで
きるほど؍ܠもྑい地域です。歴࢙や文化、؍ܠ
に絡めてお土産を࡞り、宣し、をӡんでくれ
る方が૿えればいいとࢥいます。

？に持ͬていきますかʜ࢈なたはԿを手͋、࣌͘ߦに住ΉՈやお༑ୡのとこΖに༡ͼに֎ࢢ　
　ຊࢢはՌ実ഓに࠷దなڥを持ち、౧やͿどうなどଟ͘のՌ実がऩ֭され、また、ංཊなと๛かなਫに
Αる、ඒຯしいおถの࢈地で͋Γます。しかし、࡚のಛ࢈やお࢈について見׳れてしまい、͋たΓલに
なͬてしまͬたの、ࢢ内ࡏ住ऀで知らないの、ࢢ֎のํにえきれていないのなどまだまだた͘さん͋
るのではないでしょうか。
　ͦこで今ճは、࡚のಛ࢈やお࢈についてΑΓଟ͘のํに知ͬていただ͘たΊ、また、৽たなల։につな
͛るたΊ、日ࠒからຊࢢのັྗ࡞Γやൃ৴に取Γ組んでいる皆さんにおूまΓいただきおをいました。

藤巻 正朝さん
中谷農地管理組合

組合長

内藤 将さん
米農家
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　࡚に引っ越してきてڻいた
ことは、りんごとおถがとれる
地域で、それがとてもおいしい
ということです。今までேごは
んはパンだったのが、ご൧
にมわったほどです。౧とͿど
うがとれて、さらにりんごやお
ถまでとれるのは、࡚のັ力
ではないでしΐうか。
　また、࡚の౾を৯たと
き、今までしΐっͺいしか৯
たことがなかったので、そのさにもڻきまし
た。しかもすごくおいしいʂお൧がいのは
きݏいが分かれそうですが、い౾は他の地域
ではしいとࢥいますし、みんなにかれるຯな
のではないでしΐうか。

　市のイメーδキϟラクターで
あるʠニーラʡが大きなので、
地元にؼる時の手土産やݝ֎に
住む༑達へのプレθントにニー
ラのグッズを使っています。キ
ϟラクターの可Ѫらしさや願い
をえてくれるというコンηプ
トをえると、সいながらもず
っとѪ用してくれて、࡚に

印を持ってくれるようです。
　ઌ日、他ݝの産ؗでങいをした際、レδା
より少し高めで、その自࣏体のキϟラクターとখ
さく自࣏体名が入ったାがレδにありました。
強度もあり、再利用もできるのでとてもศ利でし
た。࡚の名前をニーラもؚめてってもらうた
めに、Τコバッグはいいなと感じました。

　࡚にはすでに特産がいく
つもあるとࢥいます。それを全
国区の名度にするには、ʠӉ
ٶᰤ子ʡのように、その中か
ら１つにߜって、市内のどこの
ళでもその৯材を使った料理が
１年中৯られたり、ങえたり
できればʠʓʓのொ࡚ʡとし
て市全体で PR ができ、その
効Ռは他業種にもおよͿので、市全体として५ٴ
っていくことができるのではないでしΐうか。
　また、ޫ؍地におᔬ落なҿ৯ళがあるだけで๚
れた人のຬ度もมわってくるので、今、ݝ֎か
らも目されている৽の近くに、その特産
を専に扱うҿ৯ళなどを࡞るのもいいとࢥい
ます。

　ϫインパϛス（ϫインを࡞っ
たあとのࡡりかす）を利用して
Կか࡞れないかとࢥっています。
パンにࠞͥてমけば、加され、
アルコール分もなくなり、子ど
もやアルコールがۤ手な方でも
安৺して৯られるようになり
ます。
　ௗ्ඃ害が多い地域でもある
ので、δビΤ（ࣛやழの）と

合わせてϋムやソーηーδにしても人ؾが出るの
ではないでしΐうか。ͿどうのႩ定࡞業で出たࢬ
をスϞークチップにして、ᗉする際に利用すれ
ば、ͿどうとδビΤのコラϘレーシϣンにもなっ
てັ力的です。ϫインパϛスやࢬは本དྷならばഁ
。してしまうので、Τコにもつながりますغ

　࡚の特産は多くあるため、
上手に連ܞできればいいとࢥい
ます。ϫインで考えると、市内
事業所のラスクやຯ、߿調ຯ
料などと合わせて宣したり、
職人さんに木のϫインശを࡞
ってもらい、ϫインをҿんだޙ
は、ശをインςリアとして活用
してもらうのもいいとࢥいます。
　体ݧと組み合わせるのもいい
のではないでしΐうか。ྫえば、ϫイナリーにདྷ
られたお٬さんに、ϫインをҿむ器をಃܳ体ݧと
して自࡞してもらいます。完成した器をޙ日お届
けすることで、またϫインがҿみたくなり、再๚
やϫインをߪ入してもらうきっかけになるのでは
ないでしΐうか。

　࡚にはいいものがたくさん
ありますが、ചり出したいもの
をফ費者の目線にཱって分ੳし、
。いますࢥった方がいいとߜ
　ྫえば、৽ܕコϩナイルス
の影ڹでϫインが༨っていると
いうをฉきます。今はを共
有する時でもあるので、༨っ
たϫインをूめてϒランσーに

加工し直すというような取り組みがあれば、৽し
い特産の出にもつながります。
　１つのものを上手に活用するྲྀれを࡞ることで、
市全体としてԿをചり出したいのか、Կを大切に
したいのかが明確になり、ফ費者にとっても、Կ
をお土産として選ばいいかが分かるのではない
でしΐうか。

保坂 耕さん
ぶどう農家

原 幸愛さん
ぶどう農家

遠藤 貴士さん
宿泊施設建設中

村田 敦史さん
貸別荘運営

田中 絢子さん
元地域おこし
協力隊

丸山 智香さん
ニーラの大ファン
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　工会੨年部では、昨年、Ϳ
どうの産地ではよく利用されて
いるという、アグリーダ（ૣい
段階でఠՌしたͿどう）を使っ
てࢎっͺいݪӷを࡞り、市内事
業所に協力していただきながら、
バターサンドやθリー、クレー
プなどのを開発してきまし
た。
　今年からはおถにも目して、
平のൢചޒ、段階ですが࡞ࢼ
にも取り組んでいます。地産であるͿどうやおถ
をどんどん使って̧̥していきたいと考えていま
す。
　また、࡚市は工業も有名なので、工業ܥ
の特産やお土産もあればいいなと感じています。

　ニコリ１階の地域情報発信η
ンターにۈ務していますが、お
٬様からはՌを使ったδϟム
が特に人ؾがあります。
入していたお٬様はリϐߪ　
ーターになる方も多く、地方発
送のґཔもよく受けています。
なかでも౧のδϟムは人ؾで、
౧の時期になると、ָしみにし
ている方から入ՙの問い合わせ
を多数いただきます。

　やはりՌを使った加工は人ؾが高いです。
　また、お土産の中でも「࡚」の文ࣈが入っ
たは、๚れたࢥい出として、
多くのお٬様がߪ入しているよう
に感じます。

লする際、山ؼの実Ոに֎ݝ　
梨のお土産をߪ入しますが、お
՛子が定番となっているので、
おかずになるようなを୳し始
めました。࡚の特産を使っ
て、日持ちがするおかずになる
ようなお土産があればいいなと
いました。最近は、Ҫেࢥ
༉さんのʠߕ൹のനࠜʡという
おে༉をお使いでよく利用し
ています。
　また、イベント時にൢചされ
ているʠにらまんʡは子どもたちが大きで、よ
くߪ入します。̗ڃグルメのように子どもたちも
んで৯てくれるものがあることも、多くの方ت
にっていただきたいです。

　࡚のޫ؍地をパッέーδに
印したお土産があれば、「こ
んなところに行ったよ」「こん
なところもあるんだʂ次に行っ
てみよう」とつながっていくの
ではないでしΐうか。また、キ
ϟラクターのは人ؾなので、
ニーラのお՛子など、୭にでも
いつでも渡せるがあればいい
なとࢥいます。　
　多くの方に࡚の特産やお

土産についてっていただくためにも、まずは市
民へのपが必要です。学ߍ給৯で提ڙできるも
のがあれば、子どもたちから大人へわり、さら
に市民から市֎の方にわっていくのではないで
しΐうか。

鈴木 英和さん
韮崎市商工会
青年部長

清水 麻子さん
地域情報発信
センター職員

名取 知佳さん
にらさきおでかけ
ガイドブック

N
の ぐ

OGN
の ぐ

OG編集員

永田 桃子さん
韮崎mamaモンズ

メンバー

今回のミーティングを通して市長から

　今ճ、皆さんからたくさんのご意見をおいして、今ま
であたり前だとࢥっていたこともັ力的な要ૉを持ってい
ることにؾづかされました。アグリーダやϫインパϛスを
活用した開発、༨ったϫインを使用した৽への展
開、個々のをコラϘレーシϣンしての̧̥方๏など、
まだまだ研ڀの༨地があるなと感じました。৽もઌ日
ニϡースで取り上げられましたが、有名になる要ૉがある

場所なので、歴࢙や文化をؚめ、いろいろなものの組み合わせを通じて、さ
らに広がりを࡞っていければとࢥいます。
　また、今あるものを特化する、ߜり込むことも必要なことだとあらためて
感じました。࡚のソルフードの出やイメーδキϟラクターʠニーラʡ
を活用した展開など、市民の皆さんのご協力をいただきながら、専Ոへの
૬ஊなどを通して、また一า、౿み出していけたらとࢥいます。

市長

今回のミーティングを通して市長から今回のミーティングを通して市長から
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感染予防対策の徹底・水道管の凍結・破裂にご注意を！

●こんな場所にある水道管は要注意！
　①Ոのଆの日ӄ
　②֎で風当たりの強い場所
　③水ಓが࿐出しているところ

●防寒措置はどうするの？
　水ಓが࿐出している部分やऄ口部
分はഁ྾しやすいので、上部まで完全
に保Թ材をרき、その上からビニール
等をרいて、保Թ材がೞれないように
してください。
　保Թ材は市ൢのもありますが、ໟ
などでも用できます。

●凍ってしまったら？
　水ಓにタオルやをかͿせ、その上からǾ͵るま౬』を
まんんなくかけながら、Ώっくりؾ長に༹
かしてください。※ٸに౬をかけると水ಓ
やऄ口がഁ྾しますのでご意ください。
　それでも水が出ない場合は、ऄ口をดめて
自然に༹けるのを待ってください。

寒波の到来に備えて

自
分
を
守
る
た
め
、
身
近
な
人
を
守
る
た
め

しいとき（安・マイナス̐ˆ以Լ）などは、ਫಓ管がౚ݁ݫΈがࠐԹのい日が続いたΓ、ேのྫྷえؾ　
しやす͘、ਫが出な͘なͬたΓഁ྾したΓすることが͋Γます。
。いましょうߦાஔをפ等で防ࡐが౸དྷするલに、保Թפ　

●破裂してしまったときには？
　水の出を止めるために宅地内にあるメー
ターϘックス内のバルϒ等をดめ、お近くの
水ಓ工事指定ళまたは上水ಓ工事協同組合に
修理をґཔしてください。
※バルϒ等の場所が分からない場合には、ഁ

྾した部分にタオルやビニールςープなど
でԠٸ処ஔをして修理をґཔしてください。

　なお、ෑ地内のバルϒ等か
らऄ口までの水ಓ施設の修
理にかかる費用は、所有者
のෛ担となりますので、く
れ͙れも水ಓのౚ݁には
ご意ください。

※年始の修理は広報øù月号をごཡになり、工
事指定ళへご連絡ください。

■問い合わせ　࡚市上水ಓ工事協同組合
ὸ22Ŗ3136

　　　　　　　上Լ水ಓ課 水ಓ理担当
（内線616・617)

水道管の凍結・破裂にご注意を！

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
よ
う
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
親
戚
や
友
人
と

の
会
食
、
成
人
式
な
ど
、
人
の
移
動
に

伴
う
感
染
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

●
基
本
と
な
る
感
染
症
対
策

手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
換
気
を

　

食
事
の
前
後
、
屋
外
の
物
に
触
っ
た

時
な
ど
は
、
必
ず
手
洗
い
を
し
、
外
出

時
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
温
の
低
下
に
よ
り
窓
を
閉

め
る
こ
と
で
、
換
気
が
不
十
分
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
不
良
時
は
無
理
を
せ
ず

　

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

　

体
調
不
良
で
外
出
を
す
る
と
、
知
人

や
家
族
に
ま
で
感
染
を
広
め
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
無

理
を
せ
ず
に
、
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
帰
省
先
や
旅
行
先
で
体
調
が

変
化
し
た
場
合
は
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
、
そ
の
地
域
の
保
健
医
療
当
局

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。 韮

崎
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

●
感
染
予
防
対
策
を
し
て
い
る

　

施
設
の
利
用
を

　

県
の
休
業
等
の
協
力
要
請
を
個
別
に

解
除
し
た
施
設
（
休
業
要
請
解
除
施

設
）、
ま
た
は
県
が
示
す
感
染
防
止
対

策
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
し
て
認

証
さ
れ
た
施
設
（
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
施
設
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
協
力
要
請
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
施
設
の
事
業
者
の
方
は
、
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
よ
る
個
別

解
除
、
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
の
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

˔ಛા๏にͮ͘ج使用ఀࢭ等のྗڠ要請
　をղআしたࢪઃҰཡ
　IUUQT���XXX.QSeG.
　ZaNaOaTIJ.KQ�LeONJO-　
　TLU�DPSPOaWJSVT�　　　
　TIJTeUTVJDIJSaO.IUNM
˔やまなしάリーン・κーン認証ઐ用
　Σϒサイト
　IUUQT���HSeeO[POe-
　OJOTIP.KQ　OJOTIP.KQ
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予防接種・パブリックコメント
　

肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺

炎
球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

こ
の
菌
は
、
主
に
気
道
の
分
泌

物
に
含
ま
れ
、
唾
液
な
ど
を
通

じ
て
飛
沫
感
染
し
ま
す
。

　

本
年
度
対
象
の
方
で
接
種
希

望
の
方
は
、
翌
年
度
以
降
は
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
期
に
予
防
接
種
を
実
施
し
、

肺
炎
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
費
用
の

　

助
成
制
度

■
令
和
２
年
度
定
期
接
種

　

対
象
者

①
令
和
３
年
３
月
úø
日
の
時
点

　

で
、
ýü
歳
、
þ÷
歳
、
þü
歳
、

　

ÿ÷
歳
、
ÿü
歳
、
Ā÷
歳
、
Āü
歳
、

１
０
０
歳
の
方
で
過
去
に
一

度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方

　

(

接
種
の
際
は
送
付
し
た
予

診
票
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。）

②
ý÷
歳
以
上
ýü
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に

障
害
が
あ
る
方
で
過
去
に
一

度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方

　
（
希
望
者
は
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
参
し
、
健
康
づ
く
り

課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。)

■
助
成
金
額

　

接
種
費
用
の
１
／
２
（
上
限

４
，０
０
０
円
、
１
０
０
円
未

満
切
捨
）

※
実
施
期
間
お
よ
び
指
定
医
療

　

機
関
以
外
で
の
接
種
の
場
合

　

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

　

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
等
の
詳
細
に
つ
い

　

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
実
施
期
間

　

３
月
úø
日(

水
）

　

ま
で

   
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　 
　
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
接

種
後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事

例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
øþ
年
度
か
ら
ùø
年
度

ま
で
、
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し

控
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
７
年
度
か

ら
øÿ
年
度
に
生
ま
れ
た
方
は
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ù÷

歳
の
前
日
ま
で
定
期
接
種
対
象

と
な
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
等
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

今
年
度
øÿ
歳
と
な
る
方
（
平

成
øû
年
度
生
ま
れ
の
方
）
に
つ

い
て
は
、
第
２
期
接
種
の
ご
案

内
を
５
月
中
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

公
費
接
種
期
間
や
接
種
間
隔

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
接
種
の
際
に
は
事
前

に
医
療
機
関
に

ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に

　

関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課 健

康
増
進
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

　

☎
２
３Ŗ

４
３
１
０

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
！

①
第
３
次
健
康
増
進
計
画
・

　

第
３
次
食
育
推
進
計
画
・

　

第
２
次
自
殺
対
策
計
画 ï

案ð

　

市
で
は
、
平
成
ùÿ
年
に
第
２
次
健

康
増
進
計
画
、
平
成
ùý
年
に
第
２
次

食
育
推
進
計
画
、
平
成
úø
年
に
自
殺

対
策
計
画
を
策
定
し
、
市
民
が
健
や

か
で
心
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
の
諸

施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
が
最
終
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
相
互
の
関
連
性
を
踏

ま
え
た
一
体
的
な
計
画
案
を
作
成
し

ま
し
た
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　

１
月
４
日(

月)

～
２
月
１
日(

月
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

　

☎
２
３Ŗ

４
３
１
０

　

２
３Ŗ

４
３
１
６

　

LeOLPV!
DJUZ.OJSaTaLJ.MH.KQ

②
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　

介
護
保
険
事
業
計
画 ï

案ð

　

高
齢
者
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
事
業
が
適
正
に
運
営
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
令
和
３
～

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
計
画
に
対
す
る
お
考
え
を
お
聞
き
し
、
計
画
づ
く
り

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

５
年
度
を
期
間
と
す
る
「
第
８
期
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　

１
月
øü
日(

金)

～
２
月
øù
日(

金
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

　

☎
２
３Ŗ

４
３
１
３

　

２
２Ŗ

８
４
７
９

　

LaJHP!
DJUZ.OJSaTaLJ.MH.KQ

★
両
案
共
通
事
項

■
計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
コ

　

ー
ナ
ー
、
各
担
当
課
窓
口

■
提
出
方
法

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
意
見
用
紙

　

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
４
０
７Ŗ

０
０
２
４

　

韮
崎
市
本
町
３
丁
目
６Ŗ

３

※
提
出
期
限
当
日
必
着

●
窓
口
で
の
閲
覧
お
よ
び
提
出
は
、

　

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
、

　

８
時
ú÷
分
～
øþ
時
øü
分

日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
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スポーツをしよう！！

スポーツ少年団　団員募集！

ৄしい情報は、市ホームϖーδをごཡください。
■問い合わせ　࡚市スポーπ少年ஂ本部 事務局（市Ӧ体育ؗ内）ὸ 22-049�　 　　

छ　 εϙーπগ年ஂ छ　 εϙーπগ年ஂ

バスέットϘール ࡚バスέットϘール
スポーπ少年ஂ

バレーϘール

࡚バレーϘール
スポーπ少年ஂ

水　ӭ 水ӭスポーπ少年ஂࡔึ ࡚ٿ༑バレーϘール
スポーπ少年ஂ

ಓ　 ཛྷๆ会ಓスポーπ少年ஂ
ۭ　手

࡚ۭ手スポーπ少年ஂ

ॊ　ಓ ࡚ॊಓスポーπ少年ஂ ࡚キッズۭ手ಓスポーπ少年ஂ

少ྛݓࣉ๏ ࡚少ྛݓࣉ๏
スポーπ少年ஂ 　ٿ

࡚東ٿスポーπ少年ஂ

࡚利ٿスポーπ少年ஂサッカー 利フットϘールスクール

両方とも場所は、市営体育館アリーナです。

εϙーπগ年ஂͰɺεϙーπΛ௨しͯ一ॹに活動͢ΔؒΛืूし͍ͯ·͢ɻ
ೖஂΛ͝رのํɺڵຯの͋Δํɺͥͻ͓͍合Θ͍ͤͩ͘͞ɻ（ॳ৺ ɾऀମऀݧେܴͰ͢ɻ）
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自主防災組織を再編

　本市では、平成 21 年度に「減災力の強いまちづくり」を宣言し、 平成 23 年３月の東日本大震災の教訓を
契機に、地域防災計画を抜本的に見直してきました。そこでは、計画的に持続可能な防災政策を展開する中で、

「機能する自主防災組織づくり」を最終目標に掲げ、各種講習会を実施し、人材育成やソフト整備、特定地区
総合防災訓練等の基礎事業を実施してきました。

　「機能する自主防災組織づくり」を基本とした減災リーダーの育成数は、地区により異なりますが、平成 
30 年度に当初の目標値に達したことから、令和２年度においては、減災リーダーに活躍していただく段階に
切り替え、地域の防災力の強化を目指した自主防災組織に再編します。

つぎの規程等を基に、令和 5 年度を目標として地区ごとの自主防災組織を再編します。

①  単独の自治会または近隣の自治会と連合で編成します。
②  単独の自治会で編成する場合、できるだけ自治会組織とは別の独立
　  組織とします。
③  役員の任期は概ね５年とします。
④  自主防災会の運営に地区の減災リーダーが参画します。
⑤  各地区の実情等を踏まえた「地区防災計画」を策定します。
　　※地区防災計画とは
　　　自分たちのまちで災害が起こることを想定し、自分たちの地域の人命や財産を守
　　るために、日ごろの準備や災害時の自発的な行動について、地域住民である皆さん
　　でつくる計画のことです。

実施事業
　　　　　  　

実施年度
H21 H22 H23

H24 
～ 

H28
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

減災フォーラム ●

地域防災計画（★改定） ★ ★ ★

減災リーダー育成講習
　　減災リーダー認定者数

●
376 76 99 93

出前塾（減災関係） ●

特定地区総合防災訓練 
　※４年に一度計画の見直し有 ●

災害ボランティアセンター 
開設訓練 H27

避難所運営マニュアル（★改定) ★ ★

自主防災組織　再編

地区防災計画の策定 ●

地 区 の 減 災 力 向 上 へ ！ 韮 崎 市 の 新 た な 防 災 政 策

自主防災組織を再編します

減災リーダーを活用した自主防災組織へ

新しい自主防災組織の規程等の特徴
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減災フォーラムを開催

Nirasaki広報にらさき

　昨年10月の令和元年東日本台風（台風19号）をはじめ、今年の九州や中部地方で発生した７月豪雨など、
日本各地で大規模な自然災害が多発する現在、災害の軽減（減災）に向けた意識や行動が実践できるよう、
このフォーラムを通して、一緒に考えてみませんか。
　減災力の強いまちづくりに向け、皆さんのご参加をお待ちしています。

市地域減災リーダー
連絡協議会長
市防災委員　向山 建生

減災リーダーの皆さん、出番です。
お住まいの地区の自主防災組織の活動には、今まで以上に皆
さんの知恵と経験が必要とされます。ぜひ、積極的に参画し
ましょう。

■活動用ベストをお渡ししています
　令和元年度より減災リーダーには、『認定証』のほかに『活動用ベ
　スト』をお渡ししています。防災訓練等、減災リーダーとして活動
　する際に着用してください。

■受付　13時30分～14時
■対象　どなたでもご参加いただけます
■定員　500 名

■内容　第１部　地域減災リーダースキルアップ研修（30分）
　　　　第２部　基調講演（1時間30分）

演題　『地域水防災文化の再構築』
講師　 山梨大学 特任教授　砂田　憲吾 氏

■注意　
・感染症対策のため必ずマスクの着用をお願いします。
・開催時期の感染症の発生状況により、開催を中止する場合
　がありますのでご了承ください。

10・11 ページに関する問い合わせ　総務課 危機管理担当　内線 339・399

韮崎市減災フォーラムを開催します

今こそ、学んだ防災知識・スキルで現場対応へ

第12回

日時：１月30日(土）14時～16時予定
場所：東京エレクトロン韮崎文化ホール　大ホール

砂田 憲吾氏 DATA

- 学　　歴 -
山梨大学大学院
(土木工学専攻)修了

- 専　　門 -
水
すいもん

文学、河川工学
- 学会活動 -

土木学会水理委員会
委員長、水文・水資
源学会会長　ほか

入場無料
申込不要
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マイナンバーカード

マイナンバーカードを取得しよう！
　マイナンバーカードとは、申請して取得できる顔写真
付きのプラスチック製のカードで、マイナンバーの他に、
氏名・住所・生年月日・性別が記載されています。

　　　マイナンバーカード1枚でできる便利なこと！　　　マイナンバーカード1枚でできる便利なこと！　　　マイナンバーカード1枚でできる便利なこと！

①公的な身分証明書として
　マイナンバーの提示と本人確認が同時に必要な場合、これ１枚で済む唯一のカードです。
　金融機関における口座開設やパスポートの発給など、様々な場面で活用できます。

②オンライン契約・手続
　ご自宅のパソコンを使って、確定申告（e-Tax）などの電子申請にも使えます。
　また、インターネットバンキングや各種民間企業のオンライン契約の利用が広まっています。
　本人確認にマイナンバーカードを活用することで、金融機関での口座開設までの時間を短縮で
　きるようになるほか、なりすましや情報の改ざん防止にもなります。

③コンビニ交付サービス
　平日の昼間に市役所の窓口に行けないときも、近くのコンビニで住民票の写しや印鑑登録証明
　書などを取得できます。いずれも、市役所窓口での発行よりも100円安く取得できます。

　　　マイナンバーカードはどうすればもらえるの？　　　マイナンバーカードはどうすればもらえるの？　　　マイナンバーカードはどうすればもらえるの？

①スマホで顔写真を撮影
②スマホで交付申請書のQR
　コードを読み取る
③申請用WEBサイトでメー
　ルアドレスを登録
④申請者専用WEBサイトの
　URLが届いたら、顔写真
　を登録、必要事項を入力
　して申請完了

①カメラで顔写真を撮影し、
　パソコンに取り込む
②申請用WEBサイトでメー
　ルアドレスを登録
③申請者専用WEBサイトの
　URLが届いたら、顔写真
　を登録、必要事項を入力
　して申請完了

①タッチパネルから「個人番号
　カード申請」を選択
②撮影用の料金を投入し、交付申
　請書のQRコードをバーコード
　リーダーにかざす
③画面の案内にしたがって、必要
　事項を入力
④画面の案内にしたがって、顔写
　真を撮影して送信し、申請完了

①交付申請書に必要事項を
　記入
②６か月以内に撮影した顔
　写真を貼り付けて郵送し、
　申請完了

カード発行手数料は無料です。

地方公共団体情報システム機構の
　　　　マイナンバー総合サイト▶

●交付申請書がない場合は、市民生活課 戸籍住民担当で発行しますので
　お問い合わせください。

●申請をしてから１か月程度で市役所から交付の案内を発送します。　
　必要書類を持参のうえ、市民生活課 戸籍住民担当でカードを受けとっ
　てください。

■問い合わせ ・カードの取得について
　　　　　　　　市民生活課 戸籍住民担当（内線123～126)
                  　・健康保険証としての利用（詳細はＰ13）について
                  　　市民生活課 国保年金担当（内線127～129・137）

または
マイナンバー総合フリーダイヤル

☎ 0120-95-0178
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マイナンバーカード

限度額適用認定証がなくても、
高額療養費制度における限度額
以上の支払が免除されます。

マイナンバーカードが“健康保険証”として
　　　　　　　　　　　　

　　①マイナンバーカードをカードリーダーにかざす
　　　医療機関や薬局の受付で、マイナンバーカード
　　　をカードリーダーにかざします。カードの顔写
　　　真を機器または職員が目視で確認します。

②オンラインで医療保険資格を確認
　マイナンバーカードのICチップにある電子証明書
　により医療保険の資格をオンラインで確認します。

　マイナンバーカードを健康保険
　証として利用するためには、事
　前に登録が必要です。マイナポ

ータルから登録できます。

マイナポータルはこちらから▶

マイナンバーカードを使えば、
就職や転職、引越しをしても保
険証の切替えを待たずにカード
で受診できます。※保険者への
加入の届出は引き続き必要です。

医療保険の請求誤りや未収金が
減少するなど、保険者等の事務
処理のコスト削減につながりま
す。

Ｑ. いつから健康保険証として使えるの？
Ｑ. どこの病院や薬局で使えるの？

Ｑ. マイナンバーを見られるのが不安です。

利用できるようになります

令和３年３月(予定)から

マイナポータルで、自分の薬剤
情報や特定健診情報等を確認で
きるようになります（令和３年
秋頃予定）。
ご自身が同意をすれば、初めて
の医療機関等でも、今まで使っ
た正確な薬の情報が医師等と共
有できるようになります。

スムーズに医療保険の資格確認
ができ、医療機関や薬局で、事
務処理の効率化が期待できます。

マイナポータルで、ご自身の医
療費情報を確認できるようにな
ります（令和３年秋頃予定）。
確定申告の医療費控除も簡単に
できるようにな
ります (令和３
年分の申告から）。

よくある質問に
お答えします

Ａ. 健康保険証としての利用は、
　  令和３年３月から順次始まる
　  予定です。

Ａ. 令和２年度から医療機関や薬局で順次必要
　  な機器を導入していくこととしています。
　  令和３年３月（予定）の利用開始時に、全国
     の医療機関や薬局の６割程度、令和５年３月末には、   
　  おおむね全ての医療機関や薬局での導入を目指して
　  います。

Ｑ. マイナンバーカードを持ち歩いて大丈夫？Ａ. 医療機関や薬局の窓口職員が、
　  マイナンバーを取り扱うことは
　  ありません。もし見られたとし
　  ても、他人があなたのマイナン
　  バーを使って手続きすることは
 　 できない仕組みになっています。

Ａ. 受診歴や薬剤情報などプライバシー性の高い情報   
     がカードのICチップに入ることはありません。 
     落としたり、失くしたりした場合は、マイナンバ
     ー総合フリーダイヤル（P12）で24時間365日体          
　  制でカードの一時利用停止を受け付けています。
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甘利山クリーン大作戦！

　10 月 31 日（土）、レンήππδの大܈落や、وॏな高山২
が自生する山梨ඦ名山のͻとつでもある利山の、ඒしく๛かな
自然を守り次ੈにܧ承するため、「利山クリーン大࡞ઓ」と
して大規模なמりを実施しました。ѱఱީの影ڹなどで̐年間
中止となっていましたが、その分がΪϡッとつまったほどのఱ
にܙまれ、約 240 名の皆さんにより手際よく࡞業が行われまし
た。ご協力ありがとうございました。

防災・減災子どもフェスタで絆づくり

　11 月̔日（日）、ཾԬொのࡔの上区育成会と自主防災組織、地
域ফ防ஂとの連ܞで防災・減災子どもフΣスタが実施されました。
参加した子ども達は、地区内に掲示する災害時の初動規定の൘
を画Ո・Ӌ中田 ܡ子さんのアドバイスのもと࡞成し、展示され
たポンプंやはしごंの見学や、地震体ंݧで最大震度７の༳れ
を体ݧしました。多くの方の協力と参加で、地域のឺづくりの一
にもなりました。

きれいな菊で庁舎玄関が彩られました

　11 月 9 日（月）、ึࡔখ学ߍの 5 年生のࣇಐが、総合的な学
習の時間で、地域のߥ木 তさんに教わりながら育てた٠のՖを、
市役所དྷி者にָしんでཉしいとのࢥいからݰ関に০りにདྷてく
れました。ߥ木さんからは「٠を育てるのにはࢥいやりが大切。
みんなのたくさんのࢥいやりで今年も大きなՖが࡙いて、ྑい出
དྷとなった。大人になってからもこのݧܦをれず、また育てて
もらえたらうれしい。」とおをいただきました。

韮崎産岩絵具でワークショップ

　11 月７日（土）、࡚大ଜඒज़ؗのϫークシϣップ「ઌٕज़
が開く日本画ఱ然ؠֆ۩の৽展開～ค体工学から染৭まで～」が
開催され、市内中高生のඒज़部の生ెを中৺に、ඒज़に高い関৺
のある市民の方 22 名が参加しました。大ࡕ大学とঁ子ඒज़大学
の教授をおটきし、講ٛをௌき、市内に落ちているখੴをࡅいて

ʠ࡚産ؠֆ۩ʡを࡞りϋΨキをඳいたり、ʠܕ染めʡという染৭
ٕ๏を体ݧしました。

甘利山について学ぼう

　11 月５日（木）、利খ学ߍで、/P0๏人 利山۞ָ部の皆
さんを講師にটき、利山について学Ϳ授業が̐年生のࣇಐを対
に行われました。「動」「২」「ܠ৭」「活動」「地理」の５
つのςーマについて、グループに分かれて 10 分間ずつおをฉ
いてまわりました。ࣇಐたちは、シカのࠎやൽに実際に৮れ、২
や利山から見えるܠ৭の写真などを見ながら、身をり出し
てをฉいていました。
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穂坂小学校で消費生活地域講座を開催

　11 月 12 日（木）、ึࡔখ学ߍの̐～６年生のࣇಐを対に「ス
マホ・ネットの安৺・安全な使い方」と題して、山梨ݝফ費生活
地域講座が開催されました。スマホやタϒレットがීٴし、৽ܕ
コϩナイルス感染症の影ڹでオンライン化がਐんでいる今、イ
ンターネットの使用はܽかせないものになっています。ࣇಐたち
は長時間の使用で体をյさないため、また、トラϒルにרき込ま
れないための正しい使い方を学ͼました。

苗敷山穂見神社へ行こう♪

　11 月 15 日（日）、「;るさと歴࢙再発見ォーク」と題し、බ
ෑ山ึ見ਆࣾを目指す歴࢙୳ࡧォークが開催されました。秋
れの中、26 名の方が参加し、講師のӞ間 ढ़明さん（市教育委員
会）をઌ಄に参ಓԊいのஸੴなどのおをฉきながら、ߚ༿をோ
めつつ、市の指定文化財のԞٶを目指しました。్中のੴௗډで
は、大きなੴをどうやってӡんで組みཱてたのか、皆さんそれͧ
れ想૾をらませていました。

100歳おめでとうございます‼

　11 月 13 日（金）、Ѵொのࢤଜ みつ子さんが 100 の生日ࡀ
をܴえられました。平日は、ほとんどٳまずσイサービスに通っ
ていて、たくさんのお༑だちとおしΌりをしてパϫーをもらっ
ているというࢤଜさん。きݏいなくԿでも৯るため、体がৎ
で風अもまったくͻかないそうです。これからも元ؾで長生き
してくださいねʂ

韮崎市社会福祉協議会職員を募集します！

。案内またはホームϖーδをごཡくださいݧࢼ協議会窓口でしているࢱは࡚市ࣾ会ࡉৄ

■問い合わせ　࡚市ࣾ会ࢱ協議会　ὸ22Ŗ6944

৬छ༺࠾ ऀ༺࠾ ཁ݅֨ࢿ ༺࠾ ؒظूื ݧࢼ छݧࢼ

ࣾ会࢜ࢱ 1名
。未ຬࡀ30
案内でݧࢼはࡉৄ
ご確認ください。

令和3年
4月1日

１月６日(水）　
～２月５日(金)

ʮ̍ݧࢼ࣍ʯ
２月21日(日)
ʮ̎ݧࢼ࣍ʯ

３月中०

ʮ̍ݧࢼ࣍ʯ
ච記ݧࢼ

ʮ̎ݧࢼ࣍ʯ
面ݧࢼ

徳島堰をまるごと体感

　11 月 21 日（土）、開削 350 प年をܴえたಙౡԃを、バスとె
าでまるごと体感するπアーが開催されました。このԃは࡚市
とೆアルプス市を݁Ϳ全長約 1� ᶳの業用水࿏で、日本ࡾ大ԃ
の１つです。40 名の方が参加し、円ொにある಄ट工からΰー
ルのԃ৲川（ྠۂ田৽田）まで、地域の方々のおをいながら、
ಙౡԃで५ってきた、２つの市それͧれの風ܠをָしみました。
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　12月25日	金)より、電子書籍ି出サービスを行うインター
ネット上のਤ書ؗ「࡚市電子ਤ書ؗ」をオープンしました。
　ਤ書ؗにདྷؗされなくても、インターネットにつないだパ
ソコンまたはタϒレット、スマートフォンを使い、電子書籍
を読むことができます。

■対象
　市内に在住・在ۈ・在学の方で、࡚市ཱ大ଜ記೦ਤ書ؗ
の利用登録をされている方。
※利用登録をされていない方は、登録をお願いします。
※利用登録をされている方でも、長期間ご利用がない場合は
。৽のお手続きが必要となることがありますߋ　

■利用ํ๏
　ਤ書ؗの利用者I%（利用者コード）と電子ਤ書ؗ用のパス
ϫードが必要です。ਤ書ؗホームϖーδの電子ਤ書ؗ利用案
内を参রのうえϩグインしていただくと、す͙にご利用でき
ます。
　ৄしいૢ࡞方๏は࡚市電子ਤ書ؗ（IUUQT���XXX.
E-MJCSaSZ.KQ�OJSaTaLJ�）トップϖーδӈ上の

「ご利用Ψイド」をごཡください。
※ਤ書ؗホームϖーδからのリンクもしくは
　QRコードよりアクηスできます。

■ି出・ฦ٫・༧約
　ି出数はおͻとり３まで、ି出期間は２ि間です。
　ି出期間をաぎると自動的にฦ٫されます。
　また、予約は３まで可能です。
※リクΤストの受付は行っていません。
　ごෆ明なは大ଜ記೦ਤ書ؗまでお問い合
　わせください。

電子図書館がオープン‼

̞
̮
・
அ
捨

な
ど
、
お
う
ち
の

　12月25日	金)より、電子書籍ି出サービスを行うインター

オープン‼オープン‼オープン‼
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っ得ʂ৯育ͻろば ー ৯改ਪの簡単レシϐʂー

΄͏ΕΜ
०のこの時期、ほうれんはՆ場のものとൺてӫ養Ձが高いのが特です。
さにさらされたものはણҡがやわらかくてみが૿しますので、和風・༸פ
風・中՚風とさまざまな料理との૬性がよく、ඒຯしくָしめます。

「ほうれん草としめじの白和え」
ʙຖ月øĀ日は৯ҭの日ʙ

˞
৽
ܕ
ί
ϩ
φ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
ࢭ
の
た
め
、
イ
ϕ
ϯ
τ
が

த
ࢭ
・
Ԇ
期
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

ৄ
ࡉ
は
、
֤
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

だ
さ
い
。

※
１
月
øÿ
日(

月)

と
ùü
日(

月)

は

　

通
ৗ
休
ؗ
日
で
す
。

　

な
お
、
̙
̫
̙
・
ଞ
ؗ
か
ら
आ

り
受
け
て
い
る
ࢿ
ྉ
は
、
休
ؗ
期

間
終
ྃ
後
ਤ
ॻ
ؗ
窓
口
に
ご
ฦ
٫

く
だ
さ
い
。

　

休
ؗ
中
も
ి
子
ਤ
ॻ
ؗ
は
ご
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ੋ
ඇ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。


࡚
の
民
 

大
ܕ
ࢴ
ࣳ
ډ

制
࡞
࠼
৭
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
募
集
ʂ

　

大
ܕ
紙
ࣳ
ډ
の
࠼
৭
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
Ϙ
ラ
ン
ς
ỹ
Ξ
を
ื

ू
し
ま
す
。
ృ
り
ֆ
感
֮
で
だ
れ

で
も
ָ
し
く
作
業
で
き
ま
す
。

　

韮
崎
の
民

を
大
ܕ
紙
ࣳ
ډ
に


し
ま
し
ょ
う
̇

■

時　

１
月
ùĀ
日(

金)

、

　

２
月
３
日(

水)

、
ø÷
日(

水)

、

　
　
　

øþ
日(

水)

、
øĀ
日(

金)

、

　
　
　

ùû
日(

水)

、
ùý
日(

金)

、

　

３
月
５
日(

金)

、
øĀ
日(

金)

、

　
　
　

ùû
日(

水
）
ụ
全
ø÷
ճ
Ủ

　

ø÷
時
～
øù
時

※

合
の
よ
い
日
に
ご
参
Ճ
く
だ

　

さ
い
。

■
場
所　

χ
コ
リ
１
֊ 


作
ࣨ

■
定
һ　

ø÷
໊
΄
ど

■
࠼
৭
ࢦ
ಋ

　

画
家　

Ӌ
中
ా 

ܡ
子 

ࢯ

■

༰　

下
ֆ
に
Ξ
ク
リ
ル
ֆ
۩  

　

を
ృ
っ
て
、
大
ܕ
紙
ࣳ
ډ
を
作

　

り
ま
す
。

■
࡞
　

大

の
民


　
　
　
　
「

利
の
お
不
ಈ
さ
ん
」

■
ਃ
ࠐ
Έ　

　

１
月
５
日(

Ր)

よ
り

お
ਖ਼
݄
あ
ͦ
ͼ
（
参
Ճ
費
無
ྉ
）

　

福
স
い
、 
ॻ
ॳ
め（
大
人
限
定
）

な
ど
、
お
正
月
ら
し
い
あ
そ
び
を

ָ
し
Έ
ま
す
。

■

時　

１
月
７
日(

）

　
　
　
　

～
１
月
ùÿ
日(
)

　

ø÷
時
～
øù
時
・
øú
時
～
øü
時

■
場
所　

３
֊
に
ら
˒
ち
び

助
࢈
ࢣ
さ
ん
と
ϕ
Ϗ
マï

ཁ
予
ð

　

ϕ
ビ
ー
Ϛ
ỽ
サ
ー
ジ
を
し
て
、


子
で
、
Έ
ん
な
で

せ
ホ
ル
Ϟ

ン
を
出
し
ま
し
ょ
う
̇

■

時　

１
月
øú
日(

水
）

　
　
　
　

øú
時
～
øû
時

■
場
所　

２
֊
に
ら
˒
ち
び

　
　
　
　

イ
ϕ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
ߨ
　ࢣ

　

助
࢈
　ࢣ

Ճ
ໜ 

༑
߳ 

さ
ん

■
定
һ　


්
さ
ん
ˍ
８
か
月
ま

　

で
の

ち
Ỵ
ん
と
保
護
者
５


■
参
Ճ
費　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

(

Φ
イ
ル
)

̌
ࡀ
ࣇ
親
ࢠ
あ
ん
し
ん
ࢠ
育
て
ߨ

࠲
ừ
શ
３
ճ
ί
ồ
ス
Ửï

ཁ
予
ð

　

１
ճ
の
Έ
の
参
Ճ
で
も
̤
̠
で

す
。
あ
な
た
が
望
Ή
、
あ
な
た
ら

し
い
子
育
て
を
Ԡ
ԉ
し
ま
す
。

■

時　

１
月
ùø
日
、
２
月
øÿ
日
、

　
　
　
　

３
月
øÿ
日

　
　
　
　

※
３
日
間
と
も

曜
日

　
　
　
　

ø÷
時
～
øø
時
ú÷
分

■
場
所　

２
֊
に
ら
˒
ち
び

　
　
　
　

イ
ϕ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
ߨ
　ࢣ

内
౻ 

߳
৫

　
（
̣
̥
̤
๏
人
子
育
て
ࢧ
ԉ
セ

　

ン
タ
ー
ち
び
っ
こ
は
う
す
理
事

　

長
）

■
定
һ　

０
歳
ࣇ
の

子
ø÷


■
参
Ճ
費　

１
０
０
円

※
要
予
約
イ
ϕ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
ࠐ
Έ
く

　

だ
さ
い
。

ࢠ
育
て
ࢧ
ԉ

η
ϯ
λ
ồ

ὸ
２
３Ŗ

̓
̒
̓
̒

த
ԝ
公
民
ؗ

ὸ
２
̌Ŗ

̍
̍
̍
̑

 ̡ ྉ（̐ਓ分）rࡐ
 ・ほうれんʜʜʜ１ା

 ・しめじʜʜʜʜʜ１ା

 ・にんじんʜʜʜ1�５本

 ・౾(ݜ)ʜʜʜʜ１ஸ

 ⡣നすりごま ʜ大さじ2

 ⡣みそʜ大さじ１・1�2

 ⡣砂ʜʜʜʜ大さじ１

ừ
࡞
り
方
Ử

①
豆
腐
は
半
分
に
切
り
、
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
包
み
、
耐
熱
皿
に
乗

せ
て
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）

　

で
２
分
30
秒
加
熱
す
る
。
ペ
ー
パ

ー
を
取
り
、
水
分
を
捨
て
て
粗
熱

を
取
っ
て
お
く
。

②
ほ
う
れ
ん
草
は
ざ
く
切
り
に
、
し

め
じ
は
石
づ
き
を
取
り
、
手
で
ほ

ぐ
す
。
に
ん
じ
ん
は
３
㎝
の
長
さ

の
千
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
湯
を
沸
か
し
、
に
ん
じ
ん
、

　

し
め
じ
、
ほ
う
れ
ん
草
の
順
に
加

え
て
ゆ
で
て
ザ
ル
に
あ
け
、
冷
水

で
冷
や
し
て
水
気
を
し
ぼ
っ
て
お

く
。

④
ボ
ー
ル
に
①
の
豆
腐
を
ち
ぎ
り
入

れ
、
泡
だ
て
器
な
ど
で
よ
く
混
ぜ
、

Ⓐ
を
加
え
て
調
味
す
る
。
③
を
加

え
て
全
体
を
和
え
る
。

ừ
ӫ
ཆ
ྔï

̍
人
ð

Ử

　
・
Τ
ω
ル
Ϊ
ー  

１
１
３
ἅ
Ἆ

　
・
食
Ԙ
相
当
ྔ  

０.

９
ₓ

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３Ŗ

４
３
１
０
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■
ฦ
ࡁ
期
間

øü
年
以
内

※
母
子
家
ఉ
の
方
な
ど
は
、
øÿ
年

　

以
内

　

詳
し
く
は「
ࠃ
の
ڭ
育
ロ
ー
ン
」

で
ݕ
ࡧ
し
て
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ڭ
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０Ŗ

０
０
８Ŗ

６
５
６

(
ナ
ビ
ダ
イ
Ϡ
ル
）

☎
０
３Ŗ
５
３
２
１Ŗ

８
６
５
６

आ
金
の
ฦ
ࡁ
で
お

Έ
の
方


解
ܾ
の
た
め
の
助
ݴ
を
行
い
、

必
要
に
Ԡ
じ
๏

ઐ

家
を

介

し
ま
す
。
相
ஊ
は
無
ྉ
で
、
ൿ
ີ

は
ݫ
क
し
ま
す
。

■
ड

時
間

　

月
～
金
（
祝
日
を
除
く
）

８
時
ú÷
分
～
øù
時

øú
時
～
øý
時
ú÷
分

■
問
い
合
わ
せ

　

ࡒ

省
ߕ

ࡒ

事

ॴ

　

࠴

相
ஊ
窓
口

　

☎
０
５
５Ŗ

２
５
３Ŗ

２
２
６
１

法

ැ
助
の

無
ྉ
法

૬
ஊ
会

　

๏

相
ஊ
ැ
助
の
日
（
１
月
ùû

日
）
を
記
೦
し
て
、
ห
護
࢜
と
࢘

๏
ॻ
࢜
に
よ
る
無
ྉ
๏

相
ஊ
会

を
開
࠵
し
ま
す
。

令
和
３
年
成
人
式
の
ご
案


　

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ً
か
し

い

出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
成

人
ࣜ
を
実
施
し
ま
す
。
৽
ܕ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
必
ず
Ϛ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

■

時　

１
月
ø÷
日(

日
）

■
ड


øù
時
ú÷
分
か
ら

■
式
య

øú
時
ú÷
分
か
ら

■
場
所　

౦
ژ
Τ
Ϩ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
จ
化
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

※
ご
家
族
の
入
場
は
お
அ
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
ྃ
ঝ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ڭ
育
課
生
֔
ֶ
श
担
当

（
内
ઢ
２
６
７
）

ủ
ࠃ
の
ڭ
育
ϩ
ồ
ϯ
Ứ

（

本

策
金
༥
公
ݿ
）の
ご
案


　

高
ߍ
、
大
ֶ
等
へ
の
入
ֶ
時
・

ࡏ
ֶ
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
༥
ࢿ
੍
度
で
す
。

■
༥
ࢿ
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ

　

き
３
５
０
ສ
円
以
内

■
金
利　

年
１.

ýÿ
ˋ

※
母
子
家
ఉ
の
方
な
ど
は
、

　

年
１.

ùÿ
ˋ
（
令
和
２
年
øø
月

　

２
日
ݱ
ࡏ
）

お
知
ら
せ

■

時　

１
月
ùú
日(

土
）

　
　
　
　

øú
時
ú÷
分
～
øý
時
ú÷
分

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
場
所　

ࢁ
ས
県
ห
護
࢜
会
ؗ

■
૬
ஊ

༰　


ࠗ
、
相
ଓ
、
土

　

地
・
ݐ
物
の

ି
आ
、
サ
ラ
金

　

等
ফ
費
者
問

な
ど

※
当
日
は
Ϛ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
体
調
不
良
の
場
合
は
、

　

དྷ
場
を
ご
ԕ
ྀ
く
だ
さ
い
。

※
入
ࣨ
人

は
、
最
大
２
໊
ま
で

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
予

ड

・
問
い
合
わ
せ

　

ࢁ
ས
県
ห
護
࢜
会
事

局

　

☎
０
５
５Ŗ

２
３
５Ŗ

７
２
０
２

ঁ
ੑ
の
た
め
の
無
ྉ
ి

૬
ஊ
会

　

ঁ
性
行

ॻ
࢜
に
よ
る
ঁ
性
の

た
め
の
無
ྉ
ి

相
ஊ
会
で
す
。

こ
の
機
会
に
ঁ
性
が
๊
え
る
༷
ʑ

な
お

Έ
を
ご
相
ஊ
く
だ
さ
い
。

■

時　

１
月
ùú
日(

土
）　

　
　
　
　

ø÷
時
～
øý
時

※
相
ஊ
時
間
は
、
ú÷
分
以
内
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

■
૬
ஊ

༰　

Ҩ
ݴ
相
ଓ
、
成
年

　

後
見
、
ܖ
約
ॻ
作
成
、
各
種
ڐ

　

認
可
申
請
な
ど

■
૬
ஊ
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ࢁ
ས
県
行

ॻ
࢜
会
事

局

☎
０
５
５Ŗ

２
３
７Ŗ

２
６
０
１

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

૬　

ஊ

●
ࠃ
民
健
康
保
険
੫
の
ݮ
໔
お

　

Α
ͼ
ೲ

༛
予
に
ͭ
い
て

৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
Ө
ڹ
に
よ
り
一
定
額
ఔ
度

ऩ
入
が
下
が
る
な
ど
し
た
ੈ
ଳ

に
対
し
、
ࠃ
民
健
康
保
険
੫
を

ݮ
免
す
る
੍
度
お
よ
び
ೲ
付
が

ࠔ

な
ੈ
ଳ
に
は
、
ೲ
付
༛
予

の
੍
度
が
あ
り
ま
す
。

■
ਃ

期
ݶ

　

令
和
３
年
３
月
úø
日(

水
）

●
ࠃ
民
健
康
保
険
ই
ප
手

金

　

の
ద
用
期
間
を
ߋ
に
Ԇ


　

ࠃ
民
健
康
保
険
ඃ
保
険
者
で

事
業
主
か
ら
څ
༩
等
の
ࢧ

い

を
受
け
て
い
る
方
が
、
৽
ܕ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
ま
た
は

発

等
の
症
ঢ়
が
あ
り
感
染
が

ٙ
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
࿑


に

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
څ

༩
等
の
全
෦
ま
た
は
一
෦
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
ই
病
手
当
金
が
受
け
औ
れ

ま
す
。
こ
の
度
、
こ
の
適
用
期

間
が
Ԇ
長
さ
れ
ま
し
た
。

■
ద
用
期
間

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
úø
日
の
間
で
療
ཆ

の
た
め
ब
࿑
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
期
間

※
ま
ず
は
事
前
に
ి

で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
に
も
ಉ
༷

　

の
੍
度
が
あ
り
ま
す
の
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
広
報
７
月
߸
お
よ
び

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ܝ
ࡌ
。

■
ਃ

先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
ࠃ
保
年
金
担
当

(

内
ઢ
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７)

ࣜ֎時、̖̙̚（自動体ٸٹ命ٹ　
除ࡉ動器）が正ৗに࡞動するように、
所有者・理者は日頃から、適切な
ҡ持理をお願いします。

■日ৗݕでの確認߲ࣄ
①インジέーλーの確認

　正ৗに動くかどうかを示すため
のランプや画面が付いています。
ද示内༰を確認し、記録しておき
ましΐう。

②ফの交
　電ۃパッドやバッςリー等のফ
は、適切に交しましΐう。
　また、使用期限がす͙わかるよ
うにද示ラベルを付けましΐう。

■問い合わせ　
　健康づくり課 健康૿ਐ担当
çç(保健ࢱηンター内）ὸ23Ŗ4310

ＡＥＤは、日ごろのＡＥＤは、日ごろのＡＥＤは、日ごろの
維持管理が大切です維持管理が大切です維持管理が大切です維持管理が大切です維持管理が大切です維持管理が大切です



1919
広報にらさき

Information

★
৽
ܕ
ί
ϩ
φ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
ࢭ
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
ண
用
を
は
͡
め
と
す
る
基
本
త
な
感
染
対
策
の
ܧ
ଓ
と
徹
底
に
、
Ҿ
き
ଓ
き
ご
ڠ
ྗ
を
お
ئ
い
し
ま
す
。

■問い合わせɿ信ެݰ生 500 年記೦事業実行委員会 	山梨ޫ؍ݝ文化部ޫ؍資源課内 ) ὸ 055-223-1573

信玄公生誕500年、いざ出陣‼
1521～2021
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公式ロゴマークが決定！
　６月22日から７月31日までの期間、ϩΰマーク
をެืしました。国内֎366のԠืがあり、ݫ正
な৹ࠪの݁Ռ、ެࣜϩΰマークがܾ定しました。
　今ޙ、さまざまな場面で活用し、生500年を̥
̧していきます。
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આ明ɿ田信ެݰのでもあ
　る「ד」と「」をϞチーフ
　とし、500 のθϩは「備え」。
　その中ԝには田ඛをあしら
　うなど、信ެݰらしさをぎΎ
　っと٧め込んだσβインです。

　 まずは
キックオフイベント！
　生500年のນ開けとして、キック
オフイベントを開催しますʂ

■日　２　࣌月20日(土）
■場　所　ߕӺ口
　　　　　よっちΌばれ広場
■内　容　トークシϣーや特設スςー   
      　　   δでの演出、ҿ৯、27市ொ 
      　　　ଜϒースなど、多くの人に
　　　　　ָしんでもらえる企画をご
　　　　　用意しています。
※৽ܕコϩナイルス感染症の状況によ
　り、内༰等をมߋする場合があります。

公式Twitterや特設サイトにて情報を発信中！

˗ެࣜTXJUUeS ˠ ˏ500TIJOHeO
˗信ެݰ生500年ެࣜ特設サイト
　URL ˠIUUQT���XXX.ZaNaOaTIJ-LaOLPV.KQ�TIJOHeO500OeO�JOEex.IUNM ▲Twitter ▲特設サイト

Twitter上での生誕５００年記念連動キャンペーンも開催決定！
イベント等の詳細については、特設サイトをご覧ください。
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ຽ健康保険ΑΓࠃ˔
12 月に࡚市国民健康保険で支払った額 	保険者ෛ担額) は、
161259227 円 	前年同月ൺ 4.09 �૿) で、1人あたりの
保険者ෛ担額は、24695 円 	前年同月ൺ 6.24� ૿) でした。
引き続き健康にؾをつけ医療費のઅ約にご協力ください。   

ޱのਓࢢ 12 月１日現在 （前月ൺ）
உ 14409人（うち֎国人 24� 人） 4 人減
ঁ 14469人（うち֎国人 271 人） 19 人減
計 2��7�人（うち֎国人 519 人） 23 人減

ੈଳ数 12644ੈ ଳ 7 ੈଳ૿

　　　　　チームにらさきΤール݊は全てのൢച場所で “完売” しました。
　　　　市内事業者支ԉのため、多くの皆さんにごߪ入いただき、ありがとうございました。
　　　　݊の有効期間は令和３年２月21日(日）までです。期間内に
　　　　市内の取扱いళでご利用ください。

ΜのͰɺͤ·͍ߦの͍し༺Εͳ͔ͬͨະ͍にؒظ༺※
　͝ҙ͍ͩ͘͞ɻ
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 ■フラϫーΥール ■フラϫーΥール ■フラϫーΥール

 ■イルϛωーγϣンJOにらさき ■イルϛωーγϣンJOにらさき ■イルϛωーγϣンJOにらさき

チームにらさきエール商品券は
使用期間内(令和3年2月21日まで※)にご利用を！

■問い合わせ　産業ޫ؍課 工ޫ؍担当（内線213～216）

˛ l感ँのՖଋʡに見ཱててフラϫーォールを設ஔ
（ɿ࡚Ӻ前広場　ӈɿ࡚市ཱප院前ఉࠨ）　　

˛まちなかにタϖストリーを掲出

˛フラϫーォールもライトアップ

˛࡚市ཱප院の医療ै事者の皆さん
　から「ؾ持ちを৽たに力を合わせて
ுっていける」とのをいただきؤ　
　ました

˛感ँのؾ持ちを込めて、会場を
　ϒルーのライトでরらしていま
　す

˛イルϛネーシϣン JO にらさきも 
　スタート

取扱い店はどんどん増えています。

サンクスフェスタ・韮崎




